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64 項目のうち、半数以上の母親が「不要」であると答えた 2 項目を除外した。項目分析では、天井
効果を示した 38項目、床効果を示した 3項目を除外した。I-T相関 は、Pearsonの積率相関を用いて検
討し、全ての項目が 0.30を超え、除外する項目はなかった。GP分析は、有意水準を 1％として検討し、
1項目が p=0.026であり、除外した。 残った 21項目について、探索的因子分析を行い、因子負荷量が
0.40未満の項目を除外した結果、因子数 3であることを確認した。モデルの適合度については、Kaiser‐




であり、3因子モデルであることが検証された。GFI 0.902、AGFI 0.874、NFI 0.914、CFI 0.923、RMSEA 
0.076であり、総合的に良い適合度であった。 
ケアの内容を検討して、母乳育児ケア尺度下位因子を「状況克服ケア」「要領獲得ケア」「動機づけケ
ア」 と命名した。それぞれ設定した 3 下位概念、「状況に応じて寄り添うかかわり」「自立できるまで
の一連のかかわり」「楽しみや信念をもてるかかわり」に相当する内容であり、構成概念妥当性がある
と判断した。 
尺度全体の Cronbach’s αは 0.926、「状況克服ケア」8項目は 0.916、「要領獲得ケア」7項目は 0.863、
「動機づけケア」3 項目は 0.772 であった。野口の尺度総得点と母乳育児ケア尺度総得点との相関は




















































 平成 27年 2月 11日、第 1回博士論文審査委員会を開催した。愛知県立大学大学院看護学研究科学










 平成 27年 2月 18日、愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規 17条に基
づき、50分間の公開最終試験を実施した。 


































 研究 2．母乳育児ケアに関連する要因および母乳育児ケアとアウトカムとの関連 
 研究 2は、1．開発した母乳育児ケア尺度によって測定された母乳育児ケアに関連する要因の検討、
2．母乳育児ケアと母乳育児に関するアウトカムとの関連の検討、の 2つの内容で構成されている。 
 母乳育児ケアの関連要因の検討では、先行研究を検討し、「母親の属性」「母親の母乳育児関連要因」
「施設要因」の 3領域において、関連すると思われる変数を抽出し、2変量解析で関連を検討した後、
重回帰分析を行った。その結果、母乳育児ケア尺度総得点、「状況克服ケア因子」「要領獲得ケア因子」
「動機づけケア因子」のそれぞれに対する関連要因が明らかになった。検討は、データの分布を確認し
ながら丁寧に行われており、関連要因として提示された項目は、母親の年齢や出産経験、乳頭トラブル
や夜間授乳など手がかかる状況、病棟のスタッフ数や母乳育児指導への熱心さが伺える施設の要因な
ど、納得のできるものであった。 
 アウトカムとの関連では、母乳育児経験の肯定的評価、母乳育児継続の意思、母乳育児の自信、母乳
育児ケアへの満足度、調査時点における栄養方法（母乳の継続）の 5つをアウトカムとし、肯定群と否
定群との間で、母乳育児ケア尺度総得点および 3下位因子得点を検討し、それぞれ関連があることを確
認した。特に母乳育児の自信や、母乳を実際に継続するためには、動機づけや授乳の要領を獲得できる
ことが重要であることを見出した。 
 以上より、本研究は修士で実施した研究を発展させ、また先行研究を検討した上で研究のデザインが
なされており、研究目的に対して十分なサンプル数を収集しており、分析方法および結果の解釈は適切
かつ論理的にできていると判断した。質的研究を基に実際の状況に応じたアイテムを帰納的に丁寧に抽
出したこと、十分なサンプル数を得たことが、明確な分析結果に結びついたものと思われる。本研究で
開発した尺度は弁別力に優れていると思われ、今後、施設の母乳育児ケアの質検討に、あるいは下位因
子を比較することで各側面の充足性の検討につなげることが可能であり、発展性が認められる。 
 公開審査では、審査委員から、本尺度の臨床への適用方法、本尺度が正常な経過を辿る母親に対して
もつ意味、併存妥当性に用いた尺度と比較してのオリジナリティ、本研究の今後の発展性等について質
問があり、適切な回答がなされた。また、サンプルの偏り、本尺度の時間的安定性に関する検討困難性
など、本研究の限界について自覚しており、今後の検討課題についても述べられていた。 
 以上を総合し、学位審査委員会では、本論文は、研究の独創性、新規性、発展性、先行研究の適切な
活用、研究デザイン及び方法の適切性、データ収集と分析の適切性、論理性、看護への示唆等、内規に
定められた項目について基準を満たしており、母性看護学および助産学領域における看護の実践・研究
の発展に寄与する学術上価値ある論文であり、博士（看護学）の学位を授与するに値するものと判定し
た。 
 
 
 
